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は感情的役割取得を取り扱う。これは Eisenberg & 
Lennon（1983）が感情的役割取得は社会的スキルとの

































































た。その後，練習試行を行った。この際には Lane et 

















問の得点化は，⑴，⑵，⑷は 2 点，⑶は 3 点（計 9 点）
という配点で採点を行った。物語は二つあったため，全
問正解の場合18点ということになる。この採点について
も Lane et al.,（2010）の方法を踏襲した。各学年の感
情的役割取得の平均値は図 2 に示した。















































































































感情的役割取得の測定は年少14名（男子 7 名，女子 7
名），年中11名（男子 4 名，女子 7 名），年長12名（男子
6 名，女子 6 名）の計37名について行った。対人的問題
解決の測定は年少13名（男子 7 名，女子 6 名），年中13




名，女子 6 名），年中11名（男子 4 名，女子 7 名），年長

























いうものであった。具体的には，人形 A と人形 B がお






て，人形 A には雄介，人形 B には大祐と命名して物語
を呈示した。一方参加者が女児であった場合，女児の人












CBS については 5 名の保育教師に質問紙を配布し，
計64名の幼児を対象に回答を依頼した。各学年につき 2
名の教師に回答を依頼した。年少のクラスは担任の教師



















図示した（図 5 ）。また学年を要因とした １ 要因 3 水準
（年少，年中，年長）の分散分析を行った。それによる
と主効果は 5 ％水準で有意であった（F（2, 34）＝










2 者間における得点化からκ係数を算出した。 2 者間の










要因 3 水準の分散分析を行ったところ， 5 ％水準で有意































そして CBS の 6 因子それぞれにおける評定の平均値






























（R 2  ＝ .366, p ＜ .05）。感情的役割取得（β＝ .396, p ＜ 










図 7 　各学年における因子ごとの CBS の評定平均値。エラーバーは標準偏差を示している。

















































































































































berg & Hand, 1979）ことを実証する結果であると考え
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表 2 　Child Behavior Scale; CBS（中澤・中道，2007）
因子 質問項目
非社交性
一人でいることを好む
一人ぼっちでいる
友達の活動に加わろうとしない
一人で遊ぶことを好む
友達から距離を置く
友達を避ける
向社会性
ほかの子を助ける
友達に親切である
ほかの子が困っていると心配する
ほかの子が困っているとき，助けたり励ますことができる
ほかの子の気持ちを理解しようとしたり，共感する
道徳性の芽生えが見られる
友達に協力的である
攻撃性
攻撃的である
ほかの子を責めたり，からかったりする
友達と言い争う
ほかの子とケンカをする
ほかの子をおどす
ほかの子を蹴ったり，噛んだり，叩いたりする
ほかの子をいじめる
ネガティブな感情（不愉快・落胆・悲しみなど）を表す
被排斥
ほかの子からあまり好かれていない
友達から避けられる
遊び仲間として友達から選択されない
友達の活動から締め出されてしまう
友達から無視されてしまう
一緒に遊ぶことを拒まれてしまう
過活動－妨害
集中力に欠けている
もじもじしたり，そわそわする
注意力に欠ける
落ち着かず，うろうろする，じっとしていられない
すぐに泣いてしまう
友達からからかわれる
不安－怖がり
新しいことや新しい場面に怯えたり，不安になる
心配性である
